
(57)【要約】

【課題】　エンジンの動力を十分活用し、回転数の揺り

返しのない安定なエンジン回転をもたらす制御装置を提

供することにある。

【解決手段】　スロットル開度TVOに応じた第１目標伝

達トルクToを設定する第１目標伝達トルク設定部１５と

、スロットル開度TVOに応じた目標エンジン回転数Neoを

設定する目標エンジン回転数設定部１３と、前記第１目

標伝達トルクTo、前記目標エンジン回転数Neo及び車速V

に基づいて最終目標伝達トルクTを下記演算式

T＝To{f( N e ) }
g ( V )

で表される指数関数により演算する最終目標伝達トルク

決定部１８と、を設ける。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン の 出 力 側 と 変 速 機 の 入 力 側 に 介 在 さ れ 、 ク ラ ッ チ 制 御 手 段 に よ り 演 算 さ れ た 指
令 信 号 に 基 づ い て 入 出 力 軸 間 の ト ル ク 容 量 を 制 御 す る ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に お い て 、
　 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toを 設 定 す る 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 手 段
と 、
　 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoを 設 定 す る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 手
段 と 、
　 前 記 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク To、 前 記 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neo及 び 車 速 Vに 基 づ い て 最 終 目 標
伝 達 ト ル ク Tを 下 記 演 算 式
T＝ To{f ( N e ) }

g ( V )

で 表 さ れ る 指 数 関 数 に よ り 演 算 す る 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 演 算 手 段 と
　 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 演 算 式 に お け る  f ( N e )  お よ び  g ( V )  は 、 下 記 の
f ( N e ) ＝ Ne/Neo
g ( v ) ＝ 2-V/15
で あ り 、
　 前 記 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 演 算 手 段 は 、 車 速 に よ り 変 化 す る 関 数  g ( v )  を 、 目 標 エ ン ジ ン
回 転 数 と 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 の 比 で あ る  f ( N e )  に 乗 ず る こ と で 、 エ ン ジ ン 回 転 数 比 に
重 み づ け を 行 う こ と を 特 徴 と す る ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に お い て 、
　 ス ロ ッ ト ル 開 度 及 び 車 速 を 検 出 す る 車 両 状 態 検 出 手 段 と 、
　 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 対 応 す る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 と 目 標 変 速 機 入 力 側 回 転 数 、 及 び 目 標 伝
達 ト ル ク の 目 標 値 を 予 め 記 憶 し 、 検 出 さ れ た ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ て こ れ ら の 目 標 値 を 設
定 す る 目 標 値 設 定 手 段 と 、
　 を 設 け 、
　 前 記 車 両 状 態 検 出 手 段 が 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 高 い か 、 又 は 高 車 速 で あ る と 検 出 し た 場 合
、 前 記 目 標 値 設 定 手 段 が 設 定 し た エ ン ジ ン 回 転 数 及 び 変 速 機 入 力
側 回 転 数 の 目 標 値 に 追 従 す る よ う 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 を 行 う 目 標 値 追 従 式 ト ル ク
決 定 手 段 を 用 い 、
　 前 記 車 両 状 態 検 出 手 段 が 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 低 く 、 且 つ 、 低 車 速 で あ る と 検 出 し た 場 合
、 前 記 演 算 式 に よ っ て 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 を 行 う 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 演 算 手 段 を
用 い る こ と を 特 徴 と す る ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン ト ル ク を 変 速 機 に 断 接 可 能 に 伝 達 す る ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 車 両 に 用 い ら れ 、 エ ン ジ ン の 出 力 ト ル ク を 伝 達 す る ク ラ ッ チ に お い て は 、 ト ル ク
変 動 に よ る 振 動 防 止 の た め 、 様 々 な 対 策 が 講 じ ら れ て い る 。 例 え ば 、 変 速 比 が 所 定 値 以 下
で 、 且 つ 、 エ ン ジ ン の 回 転 数 が 所 定 値 以 上 の と き は 、 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク を 車 両 用 ク ラ ッ
チ に 滑 り が 生 じ る 値 に す る こ と に よ り 、 ト ル ク 変 動 に 伴 う 振 動 を 回 避 し て い る （ 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － ３ ０ ５ ０ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 に あ っ て は 、 搭 載 車 両 に よ っ て 最 適 な 制 御 仕 様 は 車 両 毎 に
各 々 異 な り 、 従 来 技 術 に お い て 制 御 を 導 入 し た 場 合 、 エ ン ジ ン ス ト ッ プ 防 止 や エ ン ジ ン 動
力 の 十 分 な 活 用 が 得 ら れ る 制 御 装 置 が 実 現 で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。 ま た 、 そ れ ら の
制 御 を そ の ま ま 使 用 す る と 、 エ ン ジ ン 回 転 数 の 揺 り 返 し が あ り 、 加 速 度 の 落 ち 込 み と 揺 り
返 し に よ る 違 和 感 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 エ ン ジ ン の
動 力 を 十 分 活 用 し 、 回 転 数 の 揺 り 返 し の な い 安 定 な エ ン ジ ン 回 転 を も た ら す 制 御 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 発 明 で は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 第 １ 目 標 伝 達 ト ル
ク T 0 を 設 定 す る 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 手 段 と 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 目 標 エ ン ジ ン 回
転 数 Ne 0 を 設 定 す る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 手 段 と 、 前 記 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク T 0 、 前 記 目
標 エ ン ジ ン 回 転 数 Ne 0 及 び 車 速 Vに 基 づ い て 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tを 下 記 演 算 式
T＝ To{f ( N e ) }

g ( V )

で 表 さ れ る 指 数 関 数 に よ り 演 算 す る 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 演 算 手 段 と 、 を 設 け る こ と と し た
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 に あ っ て は 、 発 進 又 は 再 加 速 の 際 、 エ ン ジ ン の 動 力 を 十 分 活 用 し 、 回 転
数 の 揺 り 返 し の な い 安 定 な エ ン ジ ン 回 転 を も た ら す 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 実 施 例 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 構 成 を 説 明 す る 。
  図 １ は 、 実 施 例 １ の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 の シ ス テ ム 図 で あ る 。 実 施 例 １ に お け る ト
ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 は 、 運 転 者 の ア ク セ ル ペ ダ ル 操 作 に 応 じ て 作 動 す る ス ロ ッ ト ル １ と
、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOに 応 じ て 駆 動 す る エ ン ジ ン ２ と 、 エ ン ジ ン ２ か ら の 回 転 数 を 無 段 階
に 変 速 し 駆 動 輪 ４ に 出 力 す る 無 段 変 速 機 （ Ｃ Ｖ Ｔ ） ３ と 、 エ ン ジ ン ２ と Ｃ Ｖ Ｔ ３ の 間 に 介
在 さ れ 伝 達 ト ル ク を 制 御 す る 電 磁 多 板 ク ラ ッ チ （ Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ） ２ ０ と 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ に 対 し
指 令 信 号 を 出 力 す る Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ を 主 要 な 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に お い て 運 転 者 １ が ス ロ ッ ト ル 操 作 を 行 う と 、 エ ン ジ ン に 対 し て TVO（ ス ロ ッ ト ル
開 度 ） に 応 じ た 回 転 指 令 が 出 力 さ れ 、 同 時 に TVOが Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ に
入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｃ Ｖ Ｔ ３ は Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ か ら 動 力 の 伝 達 を 受 け 、 車 輪 ４ に 動 力 を 伝 達 す る 。 同 時 に 、 Ｃ
Ｖ Ｔ ３ の 軸 回 転 数 で あ る プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npを Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ へ 出
力 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 車 輪 ４ は Ｃ Ｖ Ｔ ３ か ら の 動 力 伝 達 を 受 け て 回 転 し 、 車 速 Vを Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト １ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 上 述 の TVO（ ス ロ ッ ト ル 開 度 ） 、 Ne（ エ ン
ジ ン 回 転 数 ） 、 Np（ プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 ） 、 V（ 車 速 ） の 入 力 を 受 け 、 こ れ ら の 値 を 基 に
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、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ へ 供 給 す る 電 流 値 を 制 御 し 、 ト ル ク 容 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
  Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ 、 乗 数 値 演 算 部 １ ２ 、 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ 、 演 算 処 理 部 １ ４ 、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ 、 乗 算 部 １ ６
、 第 １ 加 算 部 １ ７ 、 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 決 定 部 １ ８ 、 及 び Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 モ ー ド マ ッ プ １ １ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVO及 び 車 速 Vの 入 力 を 受 け 、 そ れ ら の 値 を 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ 若 し く は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の と き 、 TVOお よ び Vの 値 に よ っ て 、 こ れ ら の 値 を 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ へ 伝
達 す る か 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ へ 伝 達 す る か を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 の 全 開 を 1と し て TVOの 値 が 5/8で あ り 、 又 は 車 速 Vが 15km/h以
上 で あ る 場 合 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ は Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に TVOと Vの 値 を 伝 達 す る 。 そ れ 以 外
の 場 合 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ は TVOの 値 の み を 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ へ 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 乗 数 値 演 算 部 １ ２ は 、 入 力 さ れ た 車 速 Vに 基 づ い て ト ル ク 容 量 式 に お け る ト ル ク 補 正 項
の 乗 数
　
　
　
の 値 を 算 出 し 、 演 算 処 理 部 １ ４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 ト ル ク 容 量 式 と は 、

　
　
　

で 表 さ れ る 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 計 算 式 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 数 式 内 の Toは 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 、 ト ル ク 補 正 項 の Ne/Neoは 、 現 在 の ス ロ ッ ト ル 開 度 に
お け る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 と 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 の 比 を 示 す 。 ま た 、 ト ル ク 補 正 項 の 乗
数 値 は 、 車 速 Vの 値 が 15km/h以 上 と な る と 、 一 定 値 で 飽 和 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 ト ル ク 補 正 項 は 、

               Ne/Neo < 1　
で あ れ ば 、 V値 が 15km/hの と き に 極 大 と な り 、
               Ne/Neo > 1　
で あ れ ば 、 V値 が 15km/hの と き に 極 小 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOに 応 じ た 目 標 回 転 数 特 性 マ
ッ プ を 有 し 、 上 述 の よ う に TVO値 が 5/8以 下 、 且 つ 、 V値 が 15km/h以 下 の 場 合 、 モ ー ド マ ッ
プ １ １ か ら TVOの 値 の 入 力 を 受 け 、 現 在 の TVOの 値 に 対 応 す る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 特 性 を 設
定 し 、 演 算 処 理 部 １ ４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 演 算 処 理 部 １ ４ は 、 入 力 さ れ た 乗 数 値 と 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neo及 び 実 際 の エ ン ジ
ン 回 転 数 Neに 基 づ い て 、 ト ル ク 容 量 式 に お け る ト ル ク 補 正 項
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を 演 算 処 理 し 、 そ の 値 を 乗 算 部 １ ６ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ は 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ か ら 入 力 さ れ た TVO、 Vの 値 に 基 づ い て Ｐ Ｉ Ｄ 制
御 を 行 い 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoと 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoの い ず れ か に 重 み 付 け を
行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOに 対 す る 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoと 目 標 プ
ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoの 値 を 予 め 記 憶 し た マ ッ プ を 有 し 、 入 力 さ れ た TVO値 か ら Neoと Npoの
値 を 設 定 し 、 入 力 さ れ た V値 に 基 づ い て 、 Neoと Npoの い ず れ か に 重 み 付 け を 行 い 、 得 ら れ
た Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 ト ル ク Tpidを 第 １ 加 算 部 １ ７ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOに 応 じ た 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク To
を 予 め 定 め た マ ッ プ を 記 憶 し 、 TVOの 値 の 入 力 を 受 け 、 現 在 の TVOの 値 に 対 応 す る 第 １ 目 標
伝 達 ト ル ク Toを 設 定 し 、 乗 算 部 １ ６ 及 び 第 １ 加 算 部 １ ７ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 乗 算 部 １ ６ は 乗 算 機 で あ り 、 演 算 処 理 部 １ ４ か ら 受 け た ト ル ク 補 正 項 の 値 と 、 第 １ 目 標
伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ か ら 受 け た 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toの 値 を 乗 算 し 、 最 終 目 標 伝 達 ト ル
ク 決 定 部 １ ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 加 算 部 １ ７ は 加 算 機 で あ り 、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ か ら 受 け た 第 １ 目 標 伝
達 ト ル ク Toと 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ か ら 受 け た Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 ト ル ク Tpidを 加 算 し 、 最 終 目 標 伝
達 ト ル ク 決 定 部 １ ８ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 決 定 部 １ ８ は 乗 算 部 １ ６ か ら 入 力 さ れ た ト ル ク 容 量 式
　
　
　
の 値 と 、 第 １ 加 算 部 １ ７ か ら 入 力 さ れ た Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 ト ル ク Tpidを 基 に 、
T＝ To+Tpid
と な る 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 値 を 決 定 し 、 決 定 さ れ た 値 と な る よ う Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ へ の 電
流 供 給 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ に 記 憶 さ れ て い る ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOと 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 Neoと の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
  エ ン ジ ン ２ の ア イ ド ル 回 転 時 を 初 期 値 と し て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOの 値 に 応 じ た 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 Neoの 値 の 軌 跡 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOと 第 １ 目
標 伝 達 ト ル ク Toと の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
  エ ン ジ ン ２ の ア イ ド ル 回 転 時 を 初 期 値 と し て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOの 値 に 応 じ た 第 １ 目
標 伝 達 ト ル ク Toの 値 の 軌 跡 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
  前 記 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ は 、 エ ン ジ ン 回 転 目 標 記 憶 部 ３ １ 、 プ ラ イ マ リ ー 回 転 目 標 記 憶 部
３ ２ 、 エ ン ジ ン 回 転 反 転 部 ３ ３ 、 プ ラ イ マ リ ー 回 転 反 転 部 ３ ４ 、 第 ２ 加 算 部 ３ ５ 、 第 ３ 加
算 部 ３ ６ 、 ゲ イ ン 重 み 調 整 部 ３ ７ 、 第 ４ 加 算 部 ３ ８ 、 エ ン ジ ン 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ３
９ 、 プ ラ イ マ リ ー 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ か ら な る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 エ ン ジ ン 回 転 目 標 記 憶 部 ３ １ は 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 と 時 間 の 関 係 を 表 し た マ ッ プ
を 記 憶 し て い る 。 こ の マ ッ プ は 、 ス ロ ッ ト ル を 一 定 開 度 に し て か ら の 時 間 に 対 す る 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 を 、 各 ス ロ ッ ト ル 開 度 別 に 表 し て い る 。 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 の 初 期 値 は ア イ
ド リ ン グ 時 の 回 転 数 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 エ ン ジ ン 回 転 目 標 記 憶 部 ３ １ は 、 TVOの 値 の 入 力 を 受 け 、 現 在 の TVOの 値 に 対 応 す る
目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoを 設 定 し 、 第 ２ 加 算 部 ３ ５ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 エ ン ジ ン 回 転 反 転 部 ３ ３ は 、 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 Neの 符 号 を 反 転 さ せ 、 -Neと し
て 第 ２ 加 算 部 ３ ５ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 第 ２ 加 算 部 ３ ５ は 、 受 け た 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoと 現 在 の エ ン ジ ン 回 転 数 Neを 反
転 さ せ た -Neと を 加 算 し 、 Neo-Neの 値 を エ ン ジ ン 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ３ ９ へ 出 力 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 プ ラ イ マ リ ー 回 転 目 標 記 憶 部 ３ ２ は 、 エ ン ジ ン 回 転 目 標 記 憶 部 ３ １ と 同 様 に 、 目 標
プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 と 時 間 の 関 係 を 表 し た マ ッ プ を 記 憶 し て い る 。 こ の マ ッ プ は 、 ス ロ ッ
ト ル を 一 定 開 度 に し て か ら の 時 間 に 対 す る 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 を 、 各 ス ロ ッ ト ル 開 度
別 に 表 し て い る 。 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 の 初 期 値 は ア イ ド リ ン グ 時 の プ ラ イ マ リ ー 回 転
数 で あ り 、 初 期 値 は 0で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 プ ラ イ マ リ ー 回 転 目 標 記 憶 部 ３ ２ は 、 TVOの 値 の 入 力 を 受 け 、 現 在 の TVOの 値 に 対 応
す る 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoを 設 定 し 、 第 ３ 加 算 部 ３ ６ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 プ ラ イ マ リ ー 回 転 反 転 部 ３ ４ は 、 現 在 の プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npの 符 号 を 反 転 さ せ 、
-Npと し て 第 ３ 加 算 部 ３ ６ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 第 ３ 加 算 部 ３ ６ は 、 受 け た 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoと 現 在 の プ ラ イ マ リ ー 回 転
数 Npを 反 転 さ せ た -Npと を 加 算 し 、 Npo-Npの 値 を プ ラ イ マ リ ー 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ４
０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 ゲ イ ン 重 み 調 整 部 ３ ７ は 、 車 輪 ４ か ら 車 速 Vの 値 を 入 力 さ れ 、 そ の 値 に 応 じ 、 エ ン
ジ ン 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ３ ９ 及 び プ ラ イ マ リ ー 回 転 コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に お け る ゲ イ ン
Ｇ の 重 み を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 エ ン ジ ン 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ３ ９ は 、 ゲ イ ン 重 み 調 整 部 ３ ７ か ら 受 け た ゲ イ ン
Ｇ の 値 を 基 に 、 第 ２ 加 算 部 ３ ５ か ら 受 け た Neo-Neの 値 を Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 し て エ ン ジ ン Ｐ Ｉ Ｄ 制
御 ト ル ク Tepidと し 、 第 ４ 加 算 部 ３ ８ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 プ ラ イ マ リ ー 回 転 Ｐ Ｉ Ｄ コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ は 、 ゲ イ ン Ｇ の 値 を 基 に 、 第 ３ 加 算 部 ３
６ か ら 受 け た Npo-Npの 値 を Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 し て Tppidと し 、 第 ４ 加 算 部 ３ ８ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 第 ４ 加 算 部 ３ ８ は 、 受 け た Tepidと Tppidと を 加 算 し 、
Tepid+Tppid=Tpid
と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 作 用 を 説 明 す る 。
  図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ に お い て 、 車 速 V及 び
ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOの 値 に 関 わ ら ず 、 エ ン ジ ン ２ の 起 動 時 に お い て は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVO
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、 車 速 V、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ne、 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npは Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １
０ に 入 力 さ れ 、 そ れ ら の 値 に 基 づ い て 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neo、 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転
数 Npo、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク To、 及 び ト ル ク 容 量 式 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ［ ト ル ク 伝 達 制 御 処 理 ］
  図 ６ は 、 実 施 例 １ の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に お け る 制 御 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVO、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ne、 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 N
p、 車 速 Vが Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ へ 入 力 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ へ 移 行 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で は 、 ス ロ ッ ト ル 全 開 状 態 を 1と し て 、 TVOの 値 が 5/8以 上 、 又 は Vが 15
Km/h以 上 で あ る か ど う か を 判 断 し 、 YESで あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ へ 移 行 し 、 NOで あ れ ば
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ で は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に お い て 、 TVOの 値 に 対 す る 目 標 エ ン ジ ン 回
転 数 と 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 が 設 定 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に お い て 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 及 び 目 標 プ ラ
イ マ リ ー 回 転 数 に 対 す る Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 が 行 わ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ で は 、 車 両 が 発 進 し た か ど う か を 判 断 し 、 YESで あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ １
０ ６ へ 移 行 し 、 NOで あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に お い て 、 Ｐ Ｉ Ｄ ゲ イ ン Ｇ は エ ン ジ ン ２ の 回
転 に 追 従 す る こ と を 重 視 し た 重 み が 加 え ら れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ で は 、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ に お い て 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク To
が 計 算 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で は 、 乗 数 値 演 算 部 １ ２ に お い て 、 ト ル ク 容 量 式 の ト ル ク 補 正 項 の 乗
数 を 演 算 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ で は 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ に お い て 、 TVOに 対 す る 目 標 エ
ン ジ ン 回 転 数 が 設 定 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で は 、 演 算 処 理 部 １ ４ に お い て 、 ト ル ク 容 量 式 か ら ト ル ク 容 量 を 演 算
し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ で は 、 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 決 定 部 １ ８ に お い て ク ラ ッ チ の 最 終 目 標 伝
達 ト ル ク Tが 設 定 さ れ て 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ［ ト ル ク 伝 達 制 御 作 用 ］
  (1) ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOが 5/8以 上 又 は 車 速 が 15km/h以 上 で あ り 、 且 つ 、 車 両 が 発 進 中 で
あ る 場 合 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ３ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ → ス テ ッ プ Ｓ １
１ ２ と 進 む 流 れ と な る 。
  す な わ ち 、 発 進 中 の 車 両 に お い て 、 Ｐ Ｉ Ｄ ゲ イ ン Ｇ は エ ン ジ ン 回 転 数 に 追 従 す る こ と を
重 視 し た 重 み に 設 定 さ れ 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 に
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追 従 す る ト ル ク 伝 達 を 行 う よ う 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ の 電 流 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 (2) ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOが 5/8以 上 又 は 車 速 が 15km/h以 上 で あ り 、 且 つ 、 車 両 が 発 進 中 で
な い 場 合 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ３ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ → ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ → ス テ ッ プ Ｓ １
１ ２ と 進 む 流 れ と な る 。
  す な わ ち 、 発 進 中 で な い 走 行 中 の 車 両 に お い て 、 Ｐ Ｉ Ｄ ゲ イ ン Ｇ は プ ラ イ マ リ ー 回 転 数
に 追 従 す る こ と を 重 視 し た 重 み に 設 定 さ れ 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 目 標
プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 に 追 従 す る ト ル ク 伝 達 を 行 う よ う 、 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ ２ ０ の 電 流 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 (3) ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOが 5/8以 下 、 且 つ 、 車 速 が 15km/h以 下 の 場 合 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ
ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ → ス テ ッ プ Ｓ １
１ ０ → ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ と 進 む 流 れ と な る 。
  す な わ ち 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOが 大 き く な い 、 且 つ 、 車 速 が 低 速 の 場 合 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 は
行 わ れ ず 、 ト ル ク 容 量 式 に 基 づ い た ト ル ク 伝 達 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ は 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOと 車 速 Vの 値 に 応 じ て 、 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 方 法 を
示 す 図 で あ る 。
  上 述 の よ う に 、 TVOが 5/8以 下 且 つ 、 Vが 15km/h以 下 で あ る と き 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ に よ
り 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ に TVO値 が 入 力 さ れ 、 ト ル ク 容 量 式 に よ る 最 終 目 標 伝 達
ト ル ク Tの 決 定 が 行 わ れ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 TVOが 5/8以 上 又 は Vが 15km/h以 上 で あ る と き 、 モ ー ド マ ッ プ １ １ に よ り Ｐ Ｉ Ｄ 制
御 部 ３ ０ に TVO値 と V値 が 入 力 さ れ 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 に よ り 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 が 行 わ
れ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ８ は 、 エ ン ジ ン 特 性 図 に ス ロ ッ ト ル 開 度 別 の 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toを 示 し た 図 で あ る
。
  エ ン ジ ン の 出 力 ト ル ク を 十 分 に 引 き 出 す た め 、 各 ス ロ ッ ト ル 開 度 に お け る 最 大 ト ル ク 付
近 の エ ン ジ ン 回 転 を 、 電 磁 多 板 ク ラ ッ チ 搭 載 車 両 の 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toは 、 損 失 を 考 慮 し 、 各 ス ロ ッ ト ル 開 度 に お け る 目 標 エ ン ジ ン 回 転
数 で 得 ら れ る ト ル ク よ り も 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。
  前 記 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部 １ ３ （ 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る Ｓ １ ３ ０ ） 及 び 第
１ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ は 、 こ の 図 の 値 を 記 憶 し 、 入 力 さ れ た ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOの
値 か ら 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neo及 び 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoを 読 み 込 む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 効 果 を 説 明 す る 。
  実 施 例 １ の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に あ っ て は 、 次 に 列 挙 す る 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 (1) Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に よ っ て エ ン ジ ン 回 転 と プ ラ イ マ リ ー 回 転 を 目 標 値 に 追 従 す る よ
う 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tを 制 御 す る 方 法 と 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 と 実 際 の エ ン ジ ン 回 転 数
の 比 に 重 み 関 数 を 乗 し 、 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部 １ ５ が 設 定 し た 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク To
と 乗 す る こ と で 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tと す る 方 法 を 組 み 合 わ せ た こ と に よ り 、 従 来 技 術 に
お い て 、 ト ル ク 容 量 式 は
　
　
で 表 さ れ て い た が 、 本 願 に お い て は
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と 表 す こ と と し た 。 よ っ て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 と 車 速 の 割 合 に よ り 、 ト ル ク 容 量 に 第 １ 目 標
伝 達 ト ル ク Toの 値 、 及 び 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 を 加 味 す る こ と が 可 能 と な り 、 発 進 又 は 再 加
速 の 際 の 駆 動 側 と 従 動 側 の ト ル ク を バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 エ ン ジ ン の 動 力
を 十 分 活 用 し 、 回 転 数 の 揺 り 返 し の な い 安 定 な エ ン ジ ン 回 転 を も た ら す 制 御 装 置 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
  ま た 、 ト ル ク 容 量 式 に 車 速 を 関 与 さ せ る こ と で 、 車 速 に 応 じ た 適 切 な ト ル ク 容 量 を 決 定
す る こ と が で き る （ 請 求 項 １ に 対 応 ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 (2) モ ー ド マ ッ プ １ １ の 判 定 が 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 が 高 い か 、 又 は 車 両 が 高 速 で あ る 場 合
、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に よ り 、 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neo及 び 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoに 追
従 す る よ う 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 を 行 い 、 そ れ 以 外 の 場 合 、 ト ル ク 容 量 式 を 演 算 処
理 部 １ ４ に よ っ て 演 算 す る こ と で 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tの 決 定 を 行 う 。 よ っ て 、 車 速 及 び
ス ロ ッ ト ル 開 度 に 応 じ た 適 切 な 制 御 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 よ り 安 定 な ト ル ク 伝 達 を 制
御 行 う こ と が で き る (請 求 項 ２ に 対 応 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 (3) Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 ３ ０ に お い て 車 速 に よ り 制 御 ゲ イ ン を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 車 速 に
よ っ て 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoと 目 標 プ ラ イ マ リ ー 回 転 数 Npoの い ず れ を 重 視 し て 追 従 す る
か を 決 定 す る こ と が 可 能 と な り 、 よ り 適 切 な ト ル ク 伝 達 制 御 を 行 う こ と が で き る （ 請 求 項
３ に 対 応 ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 (4) 　 図 ９ は 、 従 来 技 術 と 本 願 に お い て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 対 す る エ ン ジ ン と ク ラ ッ チ
の 特 性 を 示 し た 図 で あ る 。
  図 ９ に 示 す よ う に 、 従 来 技 術 に 対 し 、 本 願 で は 、 同 一 の ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOに 対 す る エ
ン ジ ン 回 転 数 、 エ ン ジ ン ト ル ク 、 ク ラ ッ チ ト ル ク 、 加 速 度 全 て に お い て 安 定 的 な 挙 動 を 示
し て い る 。 特 に 、 加 速 度 で は 、 ク ラ ッ チ に お い て エ ン ジ ン 側 と プ ラ イ マ リ ー 側 が 直 結 す る
ポ イ ン ト で 、 従 来 例 で は 大 き く 落 ち 込 み が あ る の に 対 し 、 本 願 で は 安 定 的 な 加 速 度 が 得 ら
れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 の シ ス テ ム 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOと 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 Neoと の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の ス ロ ッ ト ル 開 度 TVOと 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toと の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ の Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 の 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ の ト ル ク 伝 達 系 の 制 御 装 置 に お け る 制 御 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ の Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト に お け る 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク Tを 決 定
す る 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 電 磁 多 板 ク ラ ッ チ の ス ロ ッ ト ル 開 度 に よ る 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク Toと 目 標 エ ン ジ ン
回 転 数 Neoを 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 と 本 願 に お い て 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 に 対 す る エ ン ジ ン と ク ラ ッ チ の 特 性 を
示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ 　 　 運 転 者
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２ 　 　 エ ン ジ ン
３ 　 　 Ｃ Ｖ Ｔ
４ 　 　 車 輪
１ ０ 　 　 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト
１ １ 　 　 モ ー ド マ ッ プ
１ ２ 　 　 乗 数 値 演 算 部
１ ３ 　 　 目 標 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 部
１ ４ 　 　 演 算 処 理 部
１ ５ 　 　 第 １ 目 標 伝 達 ト ル ク 設 定 部
１ ６ 　 　 乗 算 部
１ ７ 　 　 第 １ 加 算 部
１ ８ 　 　 最 終 目 標 伝 達 ト ル ク 決 定 部
２ ０ 　 　 Ｅ Ｍ Ｓ Ｃ
３ ０ 　 　 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部
３ １ 　 　 エ ン ジ ン 回 転 目 標 記 憶 部
３ ２ 　 　 プ ラ イ マ リ ー 回 転 目 標 記 憶 部
３ ３ 　 　 エ ン ジ ン 回 転 反 転 部
３ ４ 　 　 プ ラ イ マ リ ー 回 反 転 部
３ ５ 　 　 第 ２ 加 算 部
３ ６ 　 　 第 ３ 加 算 部
３ ７ 　 　 ゲ イ ン 重 み 調 整 部
３ ８ 　 　 第 ４ 加 算 部
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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